

























検査（血算，浸透圧， Pー セレクチン濃度，赤血球浮遊液流動性， Na＋濃度）
を行った．
暑熱下で静置した検討では，運動前群に対して蒸留水群および等張液群
において血液流動性は充進した．運動を負荷した検討では， 暑熱負荷前
群に対して非飲水群および等張液群において赤血球浮遊液流動性と血液
流動性の低下を認めた．さらに同群ではPー セレクチン濃度，血柴Na＋濃度，
体温，浸透圧が増加していた．
暑熱下静置における結果から，血液流動性に対しいずれの補水液も暑熱
下での飲水として有効に作用することが示唆された。これに対して，今回
の暑熱環境で運動を負荷した非飲水群では高張性脱水が誘導され，この条
件下での蒸留水の補水は血液流動性の低下を防ぐものの，等張液の補水で、
は血液流動性を低下させる可能性が示された．また同群で赤血球浮遊液流
動性の低下および血小板活性化マ←カーである Pセレクチンの増加が認
められたことから，当モデ、ノレの等張液の補水が赤血球変形能の低下および
血小板機能の允進を招いた可能性が示唆された．血液流動性の低下は，運
動パフォーマンスの低下を招くだけでなく，脳血管障害などの障害の危険
性を高める可能性がある．暑熱下での運動時においては対象者の脱水の状
態，すなわち高張性，等張性，低張性を把握したうえで補水液の種類を決
定する必要があると考える．
